（ILM共同利用）
令和７年度　ILM共同利用・共同研究報告書
2026年　５月　15日
	研究代表者
	所属機関
	富山大学工学部

	
	職名
	シニアアドバイザー

	
	氏名
	相澤　龍彦

	共同研究者
（対応者）
	所属機関
	富山大学工学部

	
	職名
	教授

	
	氏名
	白鳥　智美

	研究課題
	高強度アルミ・チタン合金塑性加工のための高硬度超合金金型の開発

	
共同研究テーマ

※該当するものに✓をつけてください。
	■全国共同利用・共同研究助成
□国際共同利用・共同研究助成
□共通試料提供・共同研究助成
□試料分析評価受託・共同研究助成

	■重点テーマ
■輸送機器材料開発
□生体材料開発
□橋梁・建築用材料開発
□キンク強化
□自由テーマ

	使用設備名
（ILM保有のもの）
	

	配当額
	旅費　　　　（　　　210，000　　　　　　円）
	消耗品　　　　（　　　　　　　　　　　　　円）

	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
【主な研究成果】
軽金属の中で、ｈｃｐ構造を有するチタン、マグネシウムおよびｆｃｃ構造でも高強度アルミニウム合金は、それらの成形・鍛造・ファインブランキングなどの塑性加工上、難成形材料として認識されている。研究者らは、工具鋼金型への過飽和炭素固溶化処理により、高圧下率の冷間ドライ鍛造プロセスにおいて、凝着フリー成形性を実証し、生産現場における有用性、環境負荷低減効果を確証した。この成果に関しては、素形材産業技術賞・中小企業長官賞を授与された。この技術の最大の特徴は、生産計画製品工程で中間での型調整、凝着による型洗浄などをすべて省略することができ、省工程・省エネルギー・低環境負荷を実現できることにある。
【今後の展望】
チタンおよびチタン合金に関しては、引き続き過飽和炭素固溶化処理の有用性を、その場潤滑機構への影響因子を解析する基礎研究ならびに、温間・熱間鍛造における成形性、しごき工程を含む深絞り成形性、ファインブランキングに適用する応用研究を行う。マグネシウム合金の成形性も、αチタンと同様の成形性を確認する。高強度アルミニウム合金では、冷間・温間鍛造時の低摩擦化を検討する。
【具体的な成果】
　●論文　
　　T. Aizawa, T. Fukuda, R. Namakawa, Thick monolithic nitrogen doped silicon carbide dies 
for galling-free mold stamping of glass preforms. Proc. 8th WCMNM (2026, Malta) 185-189.
　●学会発表　
　　相澤龍彦，過飽和固溶化処理による高強度チタン・ステンレス鋼のドライ冷間型技術．第114回金属プレス加工技術研究会資料(2025) 33－50.
　●国際会議発表　第5回日本‐チェコ・トライボロジー国際会議での口頭発表。
    T. Aizawa, T. Kihara, T. Shiratori, Galling-free dry forging of titanium eye-glass frames using massively carbon supersaturated SKD11/ACD56 dies. Proc. 5th Czech-Japan Tribology Workshop (2025) 29-30.
　●招待講演　T. Aizawa, Two-layer nanostructuring of AISI316/316L stainless steels for medical and special tooling via low temperature plasma nitriding. Proc. 30th IFHTSE (2025) 14.
　●受賞　第41回素形材産業技術賞・中小企業長官賞（２０２５，１１，７）。
　●獲得外部資金　　　など。
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